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2025 年 2 月 15 日

月号 名前

タイトル：

①感じたこと（仕事・人生にどう生かすか　等）

②仲間の発表を聞いて気付いたこと

考えを持つ必要があると言われてます。二つ目は新しいものを取り入れ日本を強くしていくと

社内木鶏感想用紙

2 浜内　昭成

明治時代に学ぶ2050年の日本を開く道

現在、日本という国は国内からも海外からの評価をみても決して誇れる国だとは

感じられないと自分自身は思ってます。　今回の藤原正彦さんの提言を読みましたら25年後の

いう考え方です。日本はまだまだ成長していける力がある国であり国民だと思います。

三つ目は、日本国は地震や台風、洪水など住むのに条件の悪い国ですがお互いに助け合い

共に試練を乗り越えて生きてきたと言われております。　少数意見になるかもしれませんが

この提言である日本を凛とした国にする為に、昔の良い文化をもう一度考え直して

取り入れていくべきだと思いました。

2050年の日本を開く道は明治時代に学ぶとあり切り口として以外性を感じました。

古くから日本という国は、道徳の面で世界に誇れてるのに現在は薄れており

子ども達が小中学校の時に受験ばかり重要視して道徳の教育が自分達の時代より

少なくなってきてるのが原因ではないかと思います。　明治時代では、三つの特徴があったと

言われてます。一つ目は国家と自己の一体感です。国イコール自分であるという精神と
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年 月 日

月号 名前

①感じたこと（仕事・人生にどう生かすか　等）

先日、栗山英樹さんの10ヵ月の密着番組がありました。人を育てる為の組織改革をされていたのですが

とにかくスタッフや選手、関係者の人達に話を聞きにいってその人が何を思うのか理解しようと努力

されていて、その人の可能性を誰がなんと言おうと信じていました。大谷君の二刀流の時もそうだったように

日本のよいところ。清潔さや親切さ、勤勉、礼儀正しさなどたくさんあったはずです。その心を忘れないように

人を育てる事が大切。自分も年を重ねても学ぶ事を怠らない事が大切という事を考える事ができました。

栗山さんはトップの人ですが誰よりも動いていました。この背中をみて人育つのでしょうか。

二刀流を批判されても大谷君の可能性を信じていました。

教育も必要ではないでしょうか。

社内木鶏感想用紙

小見山 佳子

タイトル：2050年の日本を考える

25年後の日本を考える。とても難しいです。

今現在ですら将来には不安要素はたくさんあるのに良くなっているとは思えないです。

日本を蘇らせるために人間の心を高め、人間の徳性を養う教育。すなわち人間学の教育が要になる

との事。確かに今は知識や技能を賢くもっている子達は多いけれど頭でっかちで想像力のかけている子に

なっている気がします。だから人間学をどんどん学んでほしい。

ですが人間学を学び育っていた子が社会にでた時、この大事な人材をつぶす人がたくさんいます。

子供の教育も大切ですが、私も含むすでに大人の人達、そして政治、会社、学校、家庭で「長」たる人への
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